
　国民健康保険（以下、国保）は、職場の健康保険などに加入していない
人を対象とした公的医療保険制度です。
　ここでは、12月に新しくなる国民健康保険被保険者証（以下、被保険者
証）や、加入・脱退の手続きについてお知らせします。

　新しい被保険者証＝右写真参照＝は、
今までと同じ紙カード様式で、1人1枚で
す。色が現在の「空色」から「若竹色」
に変わります。
　保険料を滞納していない世帯には、新
しい被保険者証を11月中旬までに簡易書
留郵便で世帯主宛にまとめて郵送します。

　被保険者証が届いたら、まず「交付日前有効」の記載の有無について
確認してください。記載のあるものは届いた日から、記載のないものは
12月１日から使用できます。なお、現在の被保険者証の有効期限は平成
29年11月30日です。

　被保険者証のカバーを希望する人に、次の窓口で配布しています。
【配布窓口】国民健康保険課（市役所本庁舎1階）、各支所・市民サー
ビスセンター、アクタ西宮ステーション

　日本では、全ての人が安心して生活できるように、国
民皆保険制度（国民全員が何らかの健康保険に加入する
制度）がとられています。
　職場の健康保険に加入している人など以外は、原則と
して住所地の国保に加入しなければなりません。
　右表の事実が発生した場合は、14日以内に国民健康
保険課（市役所本庁舎1階）または各支所・市民サービ
スセンター、アクタ西宮ステーション（土・日曜、祝日
を除く）に届け出てください。
　なお、事前に手続きをすることはできません。また、
国保の加入・脱退手続きは、勤務先などでは行われませ
ん。
　※職場の健康保険などに加入したときは、忘れずに国
保の脱退手続きを行ってください。脱退手続きがない限
り、国保の加入者として保険料の請求が続きます。また、
誤って国保の被保険者証を使用した場合、給付費を返還
してもらう場合があります

手続きが必要なとき 必要なもの
ほかの市町村から転入した 印鑑
職場の健康保険を脱退した、
または被扶養者から外れた

印鑑、健康保険資格喪失証明書、手続きする人の本人確認書
類、世帯主および加入する人のマイナンバーのわかるもの

子供が生まれた 印鑑
※被保険者証の即日交付を希望する場合、運転免許証やパスポートなどの顔写真付き公的証
明書が必要です

手続きが必要なとき 必要なもの
ほかの市町村へ転出した 国保の被保険者証

職場の健康保険に加入した、
または被扶養者になった

国保の被保険者証、職場の保険証または職場の保険に加入し
たことを証明するもの（脱退する人全員分）、手続きする人
の本人確認書類、世帯主および脱退する人のマイナンバーの
わかるもの

国保の加入者が死亡した
印鑑、国保の被保険者証、会葬御礼ハガキまたは葬儀の領収
書、葬祭費の振込口座のわかるもの、手続きする人の本人確
認書類、死亡した人のマイナンバーのわかるもの

世帯主が変わった 印鑑、世帯全員の国保の被保険者証

　保険料の滞納により、新しい被保険者証を郵送できない世帯を対象
に休日納付相談を行います。対象の世帯には事前にハガキでお知らせ
します。
【日程】11月25日（土）・26日（日）の午前9時～午後5時半
【場所】国保収納課（市役所本庁舎1階）

　平成27年度から、その年度の最初の納期限の翌日から起算して2年を経過する
と、脱退等の手続きをしても保険料の変更ができなくなりました。保険料の変更
ができないと国保に加入していない期間の保険料も支払わないといけません。職
場の健康保険などに加入した場合は早めに脱退手続きをしてください。

　在宅介護をサポートするため、市は、ホームヘルプサービスなどの介護保険サービス以外にも、
たくさんのサービスを提供しています。ここではその一例を紹介します。

　認知症などにより行方不明になるおそれのある人を介護している家族
に、受付センターに問い合わせるだけで、居場所を素早く特定できる位置
検索システム専用端末機を貸与します。

　要介護4・5の65歳以上の高齢者で、一般
の交通機関を利用することが困難な在宅の
人を対象に、自宅と病院などの間を福祉タ
クシーで移動する際のタクシー料金を助成
する「福祉タクシー利用券」を交付します（年
間最大48枚）。
　利用券は「初乗制」と「予約制」の2種類
あり、「初乗制」は初乗料金を、「予約制」はタクシー料金の9割（助成限
度額あり）を市が助成します。

　認知症の人などを介護する際、他の人から
見ると介護していることが分かりにくいため、
誤解や偏見をもたれることがあります。市で
は、介護する人が介護中であることを周囲に
理解してもらうため、首から掛ける「介護マー
ク」を配布しています。
【配布場所】高齢福祉課（市役所本庁舎1階）、高齢者あんしん窓口

　在宅で高齢者等を介護する家族に、月1回、紙おむつを自宅まで配達
します。　※助成限度額（月額6500円）を超える額は利用者負担
【対象】①要介護認定で要介護4・5に認定されている、②常に失禁状
態にある、③おむつ使用者と介護者の世帯がともに市民税非課税である
などの条件を全て満たす人

問 高齢福祉課（0798・35・3199）

高齢者等の居場所検索 「介護中」を周りにお知らせ

福祉タクシー券を交付

紙おむつを支給

12月1日は被保険者証の更新日国民健康保険の
お知らせ

被保険者証、加入・脱退について
　…国民健康保険課（0798・35・3117）
納付相談について…国保収納課（0798・35・3091）

問

休日納付相談を実施

▼ 新しい被保険者証を送付 ▼ 現在の被保険者証　有効期限は11月30日

▼  被保険者証のカバーを配布

◆ 加入・脱退の手続きについて

早めに国保の脱退手続きを
手続きが遅れると保険料を二重に支払うこともあります

職場の健康保険などに加入したら

● 加入の手続きについて

● 脱退の手続きについて
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